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「ス ズ キ メ ソ ー ド 」 の 教 育 理 念
－ナラティブ分析による教師文化研究試論－
桂
1. は じ め に：
ス ズキ ・メソ ー ド( 才 能 教 育) と は 何 か
鈴 木 鎮 一(1898 年 ～1998 年)の 創 始し たスズキメソー
ド( 才 能 教 育 研 究 会) は 、音 楽 教 育 、とりわけ器 楽 教 育
の分 野で 世 界的 に知られた日本発 の音楽 教 育 法である。
「どの 子も育 つ 」という「母 国 語 の 教 育 法 」を 標 榜 するこ
の 音 楽 教 育 はし かし 、国 内で は 一 般 に あまり知られて
おらず、またそ の 達 成 が 充 分 に 評 価 されて い るとは 言
しへ難:し 。ヽ
スズキメソードの 概 要 を述 べ ようとす れ ば、一 般 的 に
は 、より早 期 に 教 育 をスタートすることと、耳か ら学 ぶこ
とを 強 調し、子どもの 練 習 を支 える親 の 関 与 を重 視 す
るとい う特 徴 があ げられ よう。基 本 的 なレパ ートリーとし
ての 楽 曲集 の 形 で 編 ま れた 一 巻 から十 巻 まで の バ イ
オリン 教 則 本 は 、日本 でも 比較 的 使 わ れているものの、
弦 楽 器 を中 心 に発 展し た同 メソード は 、海 外 に お いて
は 学 校 教 育 にも影 響 を与えて いるの に 比して、日本で
はプ ライベ ートなバ イオリン 教 育 の一 流 派 として以 上 の
見 方は ない。
日本 で は むしろ 多 数 の人 、特 に保 護 者 だちから、
スズキメソードは 早 期 教 育 に よるバ イオリン 英 才 教 育
というイメージ を持 たれて い ると思 われ る。ま た音 楽
教 育 の専 門 家 の 間 にも異 端 視 があ る。カ ザルス他 の
著 名 な 音 楽 家 に 着 目され 海 外 に 広 まる発 端 にもな
った 集 合 的 演 奏 のスタイルと、教 師 集 団 で 維 持され
る 合 同 指 導 の在 り方 は 、普 通ソロで 演 奏 される 曲目
を 多 人 数 で 合 奏 することなどの点 か ら、むしろ 批 判
の対 象となってい る。
し かし 、鈴 木 鎮 一 は「だ れもが育 つ 」教 育 を 目的 とし
て「母 国 語 の 教 育 法JI というより早 い 時 期 か らの 教 育
を主 張したので あり、「英 才 教 育 」と同 一 視 することは明
らか な 誤 謬 であ る。鈴 木 のこの 教 育 法 の 提 唱 は、あ る
とき、どん な 子どもも母 国 語 を 習 得し 使 いこなしてい る
という明 白な 事 実 に 打 たれ たことから始 まる。「子どもの




指 導 の方 法 が 能 力 の養 育 の本 筋 を歩 い てい るそ のも
のな れ ば 、必ずどの方 面 へでも、言 葉 同 様 に 立 派 に役
に 立つ 力を 育 てて ゆくことがで きるとい うことを、私 は 自
身 の 実 験 に おい て 証 明 できた 」と鈴 木 は 言う≒ ま た、
鈴 木 は 子どもたちが 長じて 音 楽 専 門 家 の 道 に す す ま
ないことをむしろ良しとした が、そ れも、バ イオリン 演 奏
の教 育 で は なく、「どの 子も育 つ 」、す なわち音 楽 を 通し
て人 として立 派 に 育つ 、という教 育を真 の目的 と考 えて
い たからに他 ならない。
研 究 の 目 的
スズ キメソード の教 育の 意 義 がこのように理 解 され ず、
日本 にお いて 充 分 に認 められて い ないことは 、鈴 木 鎮
一 の めざした人 間 教 育としての 目的 理 念 が 広く共 有さ
れず、バ イオリンを 中心 とし た器 楽 演 奏 教 育として しか
見 られてい な いという点 に 大きな 原 因 がある ので はな
いだ ろうか。し かし 、教 則 本や カリキュラム上 の 特 徴 を
検 討し たり、同 会 のレッスンを 参 観して見られ る特 徴 を
挙 げ るだけ で は 、演 奏 技 術 の 教 育を 超 える人 間 教 育
として の 音 楽 教 育 の意 味と方 法 は明 確 にされ ない 。ま
た 鈴 木 鎮 一 個 人の 著 作 に は 、氏 の 教 育 理 念 が書 かれ
て い るが、逆にそこに は体 系 的 な教 育 方 法 の 記 述 が
なく、同 会 の外 部 からの 誤 解 等 を変 えて いくような 決 定
的 方 法となり得てい ないように 思 わ れる。
鈴 木 は 、自 分 自身 の 教 育 法 につ いて 文 章 化 す るこ
とを 好 まず、仲 間の 教 師 だちと直 接 に語 り実 践して いく
ことの 方を好 んだ とい い 、そ のことは 鈴 木 本 人も自 覚的
で あったとされる≒ このように 鈴 木 鎮一 という個 人 の 思
想 と実 践 とに共 鳴した多くの 教 師 たち が、全 体として 達
成し今 日実 践してい るスズ キメソード は 、そ の 教 師 集 団
に お ける日常 的 な文 化 伝 承 によって 維 持されるユ ニ ー
クな共 同 教 育 実 践 であると見ることができる。また 当 事
者 集 団 内 にお いても必 ずしも一 致をみてい ない 側 面も
多 々あり、実 践 家 たち に内 在 的 な視 点 か ら、この 音 楽
教 育 実 践 の 未 だ 文 字 化 されて い ない 本 質 を捉 えな お
すことは 、創 始 者 が 他 界して15 年 たっ た今、極 めて 重
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要 になって いきているといえる。
1 ．先 行 研 究 の と ら え る ス ズ キ メ ソ ー ドと 本 研 究
の 課 題
海 外で は 、「早 期 教 育 、耳 から学 ぶ ことの 強 調 、子ど
もの 参 加 の 最 大化 」とい った方 法 論 上 の 特 徴 の み によ
っては 捉 えきれない 、スズキメソード(才 能 教 育 運 動) の
顕 著 な 教 育 成 果 は 、東 洋 的 なものと西 洋 的 なもの の
特 殊 な 混 合として研 究 の対 象となった 。クックは 、「才 能
教 育( スズキメソード)の 基 本 となって いる諸アイディア は
何 も新 規 なものでもなくオ ーソドックスで ないもの は な
い。しかしこの 全 運 動 は 、非 オ ーソドックスで 新しい。こ
のパラドックスは 西 側 からの 多くの 訪 問 者 たちが 直 面 す
るものである。」と述 べて いる≒
またメール は 、鈴 木 鎮 一 が 白身 のフォ ーマル な 音 楽
教 育 の 大 部 分 をベ ルリンで 受 け たことを重 視し 、このメ
ソードの 国 内と海 外で の 普及 にお ける歴 史 的な 文 脈 に
光を 当てるが 、その 際 に鈴 木 が「メソード につ い ての 体
系 だった 記 述 を残して い ない 」ことを指 摘し 、そ の ため
にスズキメソード につい ての多くの「解 釈 の 余 地を生 み 、
多 様 性をもたらした」と結 論 づ けて いる≒
しかし、体 系 だったメソード が 鈴 木 の 音 楽 教 育 を輪
郭づ けるような 本 質 的 な要 素であ るならば 、そうした記
述は い ず れ か に 現 れ るは ず で ある。そ れ がない の は
むしろ 、鈴 木 本 人 が「メソード」と呼 ば れ るような 技 術 論
的・方 法 論 的 なものを、スズキメソード( 才 能 教 育) を決
定 する主 要 素とは 考えな かったと見 る方 が 自然 で は な
いだろうか 。むしろ 、そうし た方 法 論 を常 に 考 案し続 け
る鈴 木と共 に 普 遍 的 な 一 つ の 教 育 理 念 に向 かって歩
むことを仲 間 の教 師 に 求 め 、この 音 楽 教 育を一 つの 教
育 運動として 輪を拡げることを望 んだのではないだろうか。
このように 考 える時、スズキの 教 師 たちが 今 日も共 有し
つ づ ける「教 師 文化 」の視 点 からスズキメソードをとらえ
直 すことの可 能 性 と意 味 が見えてくるのであ る。
2 。ナ ラ テ ィブ ア プ ロ ー チ に よ る 教 師 文 化 研 究
(1) ス ズ キ メソ ー ド に お け る「教 師 文 化 」
「スズ キメソード」という呼 称 は 、日本 にお ける鈴 木 鎮
一 の 実 践 が 海 外 に お いて 広 まってから用い られ るよう
になったもので、鈴 木 鎮一 が 付け た名 前 は「才 能 教 育」
であった。会 の正 式 名 称も「才 能 教 育研 究会」であった。
しかし 日本 に お いても一 般 には スズ キメソードという名
で 知られて いるため、本 稿 でもそ の呼 称 を用いる。
今 日、日 本 にお ける スズキメソード( 才 能 教 育 研 究
会) は 、バ イオリン・チェロ科 の 他 に 、ピ アノ科 、フル ート
科 を持 ち 、全 国 に多 数の 教 室を擁して いる。所 属 する
教 師 たちは 、定 期 的 に研 究 会 ／ 研 修 会 を持 ち 、同 会
の理 念と教 育 法 の共 有と研 鏝 を続 けてい る。
このような 全 国 的 な 組 織 を 持 つことは 、日本 だ け の
事 情 では なく、かなり早くからスズ キメソード が 広 まった
米 国 に お いても 、スズ キの 教 師 認 定 の 組 織5 があり、
また日本 と同 様 の「夏 期 学 校 」も行 われてい る。
ドイツ にお い ても 、スズ キの 教 育 実 践と教 員 養 成 の
た め の機 関 があり、米 国 以 上 に 厳 格な スズキ 教 師 の
認 定 制 度を 持つ とされる≒ このような 海 外で の 普及 は 、
そ れ ぞ れ の 文化 にスズ キメソードが 適 応 でき、か つ 適
応してい るということを 示している。そ れ はまた 、各 地 の
文 化 に 独 自に 適 応し た「スズキメソード」が 今 日 並 列 的
に 存 在して いるということでもある。
しかしこうし た 組 織・制 度 面 よりも一 層 重 要 な の は 、
スズキ の教 師 たちが常 に研 究 会を維 持し、教 師 たちが
指 導 の実 際を 相 互 に伝 え合 い 、重 要 な 問 題 を 共 有し
ようとしてい る姿 勢 であ る。研 究 会 や 合 同 指 導 の 場 面
で は 、歴 史 の長 い 教 師か ら新 参 の教 師が 学 ぶ 機 会 が
フォ ーマル にもイン フォ ーマル にも持 た れて い る。そこ
には 、教 師 の 日々の 実 践 のスタイル の 元 となるものとし
て、共 同で 継 承し維 持して いる価 値や 行 動 原 理 等、教
師 文 化と呼 ぶ べきもの の存 在 が 推 測される。教 師 たち
に 共 有されてお り、なお かつ 、教 師 たち のあり か たや
行 動 を つ くる 基 盤 となって い る「価 値 、規 範 、行 動 原
理 」を、本 稿 で は「スズキメソード にお ける 教 師 文 化 」と
定 義し、検 討して いきたい 。
（2 ）研 究 方 法
スズキメソードの中 心であ るバ イオリン 科 にお い て代
表 的 な 指 導 者と目され る日米 一人ずつ の 教 師 のインタ
ビュー を分 析 する。 2012年 の7月 、例 年 の夏 期 学 校 に
準 ず る性 格 のものとして 企 画 されたミュージッ クキャン
プ にお いて、スズキ 教 師 たちの 間 から推 薦 をい ただ い
た 二 人の 指 導 者 にインタビューした。長 谷 部 先 生 は 、
名 古 屋 地 区 のスズ キの 教 室 で 初 歩 か らの 指 導 をされ
ると同 時 に 、研 究 会で も指 導 的 な 活 動 をしてこられ た
教 師であ る。また ルイス先 生 は 、アメリカから招 聘したコ
ン サートプレ ー ヤ ーであり音 大の 教 師 でもあるが 、日米
双 方 の夏 期 学 校 の指 導 歴も長く、スズキ 教 師と呼 ば れ
ることを名 誉とすると言う指 導 者 である。
インタビュイー がとらえるスズ キメソード を、そ れ ぞ れ
の 教 師 自身 のライフ ストーリー の 次 元で 語 って い た だく
ため に 、インタビュイーが スズキメソードをどう捉 えて い
るか を、また スズキメソードに お ける個 人 の 経 験 を訊 ね
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た≒ その 際 、それ ぞ れ の インタビュー の開 始 に 近 い 部
分 に 二つ の 質 問を 配 置し、全 体 として非 構 造 化 インタ
ビュー に 近 い 形 をとるようにした。それ は、「教 師 文 化 」
の 内 容 を知 る意 図 で ナ ラティブ 分 析 を 適 用 す るため
に、どのようなトピックを挙 げるかということ自体を二 人の
インタビュイー に任 せるた めで ある≒
二つ の インタビュー のコンテントアナリシ スを行 い 、大
きな 内 容カ テゴリー を取り出し、次 に 両 者 のインタビュ
ー に共 通して い るカテ ゴy- と、片 方 だ けのものとに分
け て 考 察す る。また、語り方 の 視 点 から、共 通 点 を見
出して 考 察 する。
4 。ナ ラ ティブ 分 析
（1 ）コ ン テ ン トア ナ リ シス と 語 り の 共 通 部 分
二つ のインタビュー は 、そ れ ぞ れ 約71 分、65 分 の 長
さで あった ≒ こ れを 語 られ た 内 容 によって分 節 化し、
コン テントア ナリシス| の方 法で 分 析した。長 谷 部 先 生
のインタビュー は113 分 節 、ルイス先 生 のインタビュー
は122 分節 に分けられた。
まとまりをもって 語られてい るトピックを括り出 すと、次




























両 者 に共 通 するトピックとして、「母 国 語 の 教 育 法 」と
い うスズキメソードの 概 観 の説 明 かおる。また、グル ー
プ で 演 奏 すること、あ るい はめ レープ レッスンを 定 期的
に行うことの 意 味 につ いての語 りも両 者 に共 通して いる。
ただしその 説 明 は 比 較 的 短い。
そ の他 、ゆるや か に 共 通してい るといえるのは 、社 会
へ の 貢 献という側 面 につ い てのトピックで ある。長 谷 部
教 師 は 、鈴 木 の言 葉 を引きな がら次 のように言う。
スズキ・メソード は、何 か違 うかってい ったら、バ イ
オリンや チ ェロの 楽器 のお 稽 古 をしな がら親が 子 育
てを学 んで、子どもを立 派 な人 にするという、その もう
一 つ 根 本 があるわけ なんで す。そこをや るの が 鈴 木
先 生 の 教 育 運 動 であり、鈴 木 先 生 が最 初 に 、こ れ
は 社 会 運 動 で す」とおっしゃった意 味 がそこにあ る。
立 派な 人た ちを 世 に 送る、そ の 大 事 な 、教 育 運 動
の みならずという、社 会 に広 げる運 動 なん だという。
鈴 木 の引 用 だけ では なく、終 盤 、「もうこれくらい に」と
インタビュー の終 わりを筆 者に告 げ た後で、「私 たちがこ
のスズキの 仕 事 がしたいなというふうになるという意 味も
わかってくだ さる？」と、長 谷 部 教 師 の 実 感 が 語 られ は
じ めた。
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だ か ら、なんて いうのか なあ 、そ の私 利 私 欲の な
い 先 生 ば かりで すよ。私 利 私 欲 、私 が 立 派 な先 生
になりたい のとか 、偉い 先 生 になりたい のっていう先
生じやなくて、や っ ぱり子どもが 育ってくれ たときに 、
変 わってくれ たときに、本 当 に 大 きい 喜 び が 感じ れ
る先 生 だ からこういうことを やるし。もう、子どもたちの
あ の 生 命力 溢 れ る音を聴くとすごい でしょう。どのオ
ー ケストラを聴くよりもすごいじやないで す か。
こ のように 、「や っ ぱ り、そ ういう先 生 ばっ かりの 集 ま
りで す。」と続 けて、鈴 木 鎮 一 が「育 児 国 策 」を提 唱した
こと、長 野 県 の本 郷 小 学 校で 、校 長 の理 解を 得て4 年
間 の 理 想 の 教 育 の 実 践 をしたことと、母 親 たちが 成 長
していくことを挙 げて いる。
そういうお 母 さん に育ってく。そういうときに 、本 当
に、私 たち は、子 育てな んだけど、社 会 運 動してるん
だなって。親を、大 人を変 え れ ることもや ってきてる
運 動してるのか なということで すよね。
このように長 谷 部 教 師 は 、自分 の 実 感として 語り直し
てい る。一 時 間の インタビューの 終わりに語 られたこの
部 分 は 、インタビュー 時 間に お ける省 察 をも含 んであら
たに 表 出され たものとして、話 者 の 中で 重 視されてい る
部 分であ ると見ることがで きる。
また、ルイス教 師も 次のように語 ってい る。
鈴 木 先 生 は 常 にパ ブロ・カ ザルス(チェリスト)が 大
変 好きだった。カ ザル スは音 楽 が世 界 に平 和をもた
らすと信じてい た丿
一番 目に人 間であり、第二 番目に芸 術家 である。私 の
第一 の責 務は 、私の 仲 間である人間 の幸 せである。」(
中略) だから私 は 、二 人の偉 大な考えを一 緒 にして、
自 分 のスタジ オに 、カザル スの 写 真 を貼 り一鈴 木 先
生 が クライスラ ー の 写 真 を貼って いたようにー、カ ザ
ル スの言 葉を 貼ってい る。な ぜ なら彼( 鈴 木)も、音
楽 が 平 和をもたらすと考 えてい たの で。そして だ か
ら、私 は 日本 に来 続 けることがす ばらしい 機 会 だと、
自分 にとって重 要だと思うので す。J"
このように 、両者 が 単 に音 楽 演 奏 技 術 の 教 育 をゴー
ル に置くことなく、音 楽を 通して 社 会 的 に 貢 献 するとい
う視 野を持 つ ことをスズキの 特 徴 ととらえて いることは 、
特 筆 すべきである。
（2 ）二 つ の「語 り」の 分 析
二 人 の教 師 にはそ れ ぞ れ 、インタビュー の 中でもっ
とも詳しく述 べ たい 部 分 があり、そ のトピックは 分節 の 数
で見 た 時 にも突 出してい る。それ は 具 体 的 に 出 来 事 を
描 写し 、い くつもの 事 例 で テ ーマをパラフレ ー ズし 語り
直してい るためである。ル イス教 師 では 、常 に 新 しい 発
想を 持 つ 教 師 のありよう、長 谷 部 教 師 で は 親 が 育 つと
いうトピックにつ いて であるが 、これ は、そ れ ぞ れ の 語り
手 によって 中心 的 な テー マとして選 ばれて いるものと考
えて良い だろう。
ここで は 、異 なるトピックを扱う二つ の「語り」を 比 較 分
析 するた め に 、ケネス・パ ークの文 芸 批 評 の方 法 論 を
応 用 す る。パ ー クは 、「行 為 」(act)、「場 面 」(scene) 、
「行 為 主 体」(agent) 、「媒 体 ／手 段 」(agency)、「意 図 」(purpose)
という、人 間 の 動 機 の 説 明 を構 成 ナ る「五 要
素」(pentad) を提 唱し たI≒ この「劇 学」のため の「五 要
素」は 、どのようなディスコースにも用 いられる 基 本 的 な
用 語 を目ざしたもの であり、ナ ラテイブ 分 析 に も 応 用
され て い るI! 以 下 に 、両 教 師 が そ れ ぞ れ に 最も重
視し たトピックを取り出し、このキ ー ター ムを用 いて、そ
の 内 容と語り方 に焦 点 をあてな がら分 析 する。
1) ル イ ス 教 師 の 語 りか ら
工 夫 する 教 師 のありようという主 題 に 関して 、ル イス
教 師 が 語 ったの は 、氏 自身 が 生 徒 に バ イオリン を 指
導 する 事 例 で あり、そこで 繰り返し 強 調 され る の は 、
「いくつもの やりかた があるべきである」という点 で ある。
「行 為 主 体」は 教 師 、主 に ルイス氏 自身 であり、「場 面 」
は バ イオリンレッスン の場である。
誰もが 違って いるので す。色でたとえるとわ か る生
徒 もいる。ピ ンクで 弾い てみて、黒で 弾 い てみ て、と
い うように生 徒 に言うと、生徒 は違う弾き方をじ（ みる。
私 たちは 、例 えば 赤 い 音というのはどういう音 か 知 ら
な い わけ で す。赤とは 色であり、視 覚 だから。違 う感
覚を 結 び つ けて、物事を感じとる仕方を変えたい ので、
「赤で 弾いて みて」というように 言うので-To (中 略)
あるとき、色 にも、物 語 にも、形 にも反 応しな い 生
徒 が いまし た。そ れで 私 は 、どうやっ たら違 い を つく
ってあ げることが できるだ ろうか と考え 、一 番 好 きな
食 べ 物 は 何 か 、ときいたので す。彼 女 は チ ーズ が大
好 きだと言 いました。そ れで 、私 たち はモツアレ ラの
部 分、チェダー の 部 分 、コーダ の部 分、などを つくっ
て い きまし た。なぜ なら私 たちのゴ ール は 音 楽 に 違
い を 作っていくことと、一人ひとりがそ のイマジネ ーシ
ョンをもつことだ からで 呪
行 為 の「媒 体/ 手 段 」は 、生 徒 に合 わ せて、いくつもの
教 授 方 法を 創 造 的 に作り出していくということであり、そ
－12 －
「スズキメソード 」の教 育 理 念
の結果として成し遂げた「行為」は、「生徒自身の声を発
見」させたということとして語られている。
彼 女 はそ の 後も続 けて、今 やアメリカで は 有名 な
バ イオリニ ストに なって いま す が 、子 どもの 時 に は 、
物 語 のように 弾 いて みてといっても彼 女 は反 応しな
かった。そ れで は彼 女 に響 かな かったので すi
だ から、教 師としての 私 たち のゴール は、ここにい
る生徒 を 助 ける為 に何 がベ ストのやり方 な のかを 探
り出 すことな ので す。
そこで 用い られた 方 法 論 や 手 段 で はなくて、創 造 的
に工夫 すること自体 を重 視して いることは明 らかで ある。
そ のことが 、鈴 木 鎮一 が 常 に新し い やりか た、いくつ も





このように 教 師 が 常 に工 夫 する理 由 は 、一人ひ とりの
異 なるありか たに受 容 的 に 接して、そ の 個 に 応じて 指
導 を変 えて いくことなしに は、生 徒 の 自律と個 人の声 を
持 たせるというゴール は のぞ めない からである。
一 種 類 の 説 明しか 知らないように見える先 生も居
ます ね 。もし 、生 徒 が先 生 のい って い ることを理 解
で きな いとき、そうした 先 生 は生 徒 が そ の力 が ない
のだと考えてしまします。そ れ は 正しくありませ ん。
特 に、鈴 木 が 最も重 視した音 づくりの 指 導 に ふれて、
個 人の声( 存 在) の 表 現としての音 味 の 追求 を続 け たこ
とを次 のように述 べ ている。
彼 は 私 にそ れ を 教 えることを 恐 れ ず、大 人 の 概
念 につ い て 私 に話 してくれ ました 。な ぜ なら彼 は 、
たとえ子どもであっても自分 の音 を持 つことを望 んで
いた からで す。音 に 対 するのは 個 人 の声 に対 するの
と同じで す。彼 は 本 当 に 、私 たちが 自分 の 声を 見つ
けるよう導 いてくれまし た。そ れ がとても素 晴らしい と
私 は 思うので 肌
ここで は 、たとえ 小 さな 子どもであっても、鈴 木 が大
人 に対 する のと同 様 に教 えることを 恐 れず、個 人の 存
在を 表 現 する音 を妥 協 なく求 めて いったという、ルイス
教 師 の解 釈 が 語られている。
常 に工 夫 をしてい くという主 題 は 、一人 ひ とりの 教 師
に 向け ても 語られてい る。鈴 木 がルイス教 師 の 母 に語
った言 葉 の記 憶 か ら、一人 ひとりの 教 師 がそ れ ぞ れ の
方 法 を生 みだ す べきであ ると説く。
彼( 鈴 木)が 私 の母 にこう言ったのを 覚えていま す
「あ な たは ただ スズキメソード を教 えるので は ない 。
スズキメソードヘ の ＜ル イスアプロー チ＞を教 える の
で 醜 」と。
彼 は 言ったの で 呪 「あな たは ただ スズ キ教 師 で
あ るので は ない 、スズキメソードを 教 えるアリス・ジョ
イ・ル イスなので す 」と。だから、個 々の 教 師 のアプ ロ
ー チ は 少しず つ 違って いい 。人 々は 皆 同じ は ず は
ない で す か ら。私 たち は皆 違うアプ ロ ーチ、違う方
法 をもたなくて はい け ませ ん。た だし 同じ 発 想 、誰
にとっても良い 発 想 につ いての。
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「行 為 主 体 」としての 教 師 は 、この 部 分 で は ル イス教
師 自身 から、バ イオリン 教師としての 母にスライドじてい る。
また、鈴 木 鎮 一も「行 為 主体 」として 語られている。
子ども の 時 に 鈴 木 先 生 がい つも言って い た こと
を 覚 えて い ます。私 か 母 と一 緒 に 練 習して い た 時
に彼 は部 屋 に入って きて 言ったものでした 。「あ あ 、
新しいアイディア が 出 た。来 て、来 て。」そ れで 先 生
たちが み んな「新 しいアイディア が 出 た」と行 った の
で す。(中 略)というのも彼 はい つ もい つも 考 えて い
たか らで す、常 に 考 えて いた。
以 上のような 語りで 描 か れて いるの は、すべ ての人 に
とって 善 きものであ る普 遍 的 な 教 育 観 を 現 実 のも のに
するために 、個 々 の 子どもにあ わせ てそ れ ぞ れ の 教 師
や 親 が創 造 的 に工 夫し な がらかか わっていく、という、
特 徴 的 なスズキの 教 師 像 である。
2) 長 谷 部 教 師 の 語 り か ら
音 楽 のお 稽 古事 は 、週 一 回 のレッスン だけで は なく、
毎 日自分で 繰り返し 楽 器 を弾くことが 基 本 である ので、
家 庭 での 練 習 が不 可 欠 であり、親 が練習 環 境をつくる。
長 谷 部 教 師 はそうした 親と子どもの 関 わりの 部 分 をとり
あ げ て、親 が育 つ という主 題 に 関してもっとも集 中 的 に
語っ た。しかし 、長 谷 部 教 師 が上げ る事 例 は 、そ うした
練 習 そ のも のの やり方 で はなく、幼 い 子 どもが お 稽 古
に 取りかか ろうとするまでに 、母 がい か に辛 抱 強く待 つ
たか 、い か にそれ を継 続した かという事 例で ある。
3歳 か4 歳ぐ らい だっ たか な。「音 楽を 習ってるん だ
から、絶対しかったり怒 ったりしたお 稽 古はしたくない。
だ から、幼 稚 園 の頃 な んか 平均2 時 間で す。2 時 間
待 ちました」つてお 母さんおっし やった。
このトピックに お いて「行 為主 体」は子どもの 親で あり、
「場 面」は 家 庭であ る。
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もう最 初 は 、カ ーテン に 隠 れち ゃうは 、机 の 下 に
潜 っちゃうは 、ジャングル ジム の真 ん 中の 引っ張り出
せ ない ようなところに 隠 れちゃって、大 抵2 時 間ぐら
い 待 ちましたって。そうすると向こうも観 念してや るん
だって。毎 日そうでした 。で も、最 後 には や りまし た
けど、平 均2 時 間 待 ちましたよってお っし やっ たの。
そ れと、どん な に少しで もい い から 毎 日やる。1 日も
休 まない 、そ れだ けは 守りましたって。
幼 子 を 親 の 思い 通りに 稽 古 させ るので は なく、そ の
子どもが 自分で や れ るように なるまで、ああし たりこうし
たりと試しな がら母 親 が 待 つことがで きたということが 、
このエピソードの 基 本 ストーリー になってい る。
さらにそ の 子どもが長じて、数 学 に 楽しんで 打ち 込 む
ような 大 学 生となったこと、親 となってそ の二世 が 今レッ
スンに 来て いるが 、一 つ のこと(バ イオリン)をしっ かりと
育てることで子 育 てをする姿 勢 を持 つことができている
ということもこのエピソードで 語 られた 内 容である。
そうや ってバ イオリンをよくや った子 たち が 社 会 に
出ても、み ん な 非 常 に 世 の 中 で 役 に 立って 重 宝
され る人 に な ってくって い うの は 当 たり前 の ことで
しょうね 。特 に昔 は 、何 もお 稽 古ご とがな かっ たで
すよね。塾もな かったし、あ れもこ れもやった 覚え が
ない から、バ イオリン だ け 続 け たんで 呪 鈴 木 先 生
は 、一 つ で 能 力 を 育 てるってことを すごくや か ましく
おっしやいました。
ここで の「媒 体/ 手 段 」は 、辛 抱 強く待 ち 、試 行 錯 誤
することであり、その 結 果 として達 成され た「行 為 」とは 子
どもに一 つ のことにつ いて 教 育し 、そ の 子どもの自 律を
育 てることであ ると見ることが で きる。このトピックの「場
面」に 着 目すると、長 谷 部先 生の 語りで は、幼い 時 か ら
大 人 になるまで、時 にはそ の子どもを育 てる親 になって
まで が 語 られてお り、「場 面 」の 時 間 的 長 さも 特 筆 され
る。そ れ は 、スズキメソードにお ける教 育を 演 奏 専 門 教
育 で は なく人 間 教 育ととらえるということの 一 つ の形 で
あるとも言えよう。
さらに 、「行 為 主 体」としての 親 は 、親 としての長 谷 部
先 生 自身 にもスライドして 語られ る。
だ か ら、自 分 の 子を 育 てるときも、毎 日やることと
十 年 続けるということ。そ れ がで きたら、私は 本当 に
わ が 子な がら尊 敬 で きると思 いましたか ら、そ れ だ
けは非 常に 強引 にやりました 、例え 時 間 が短くても。
働いて いる家 で、私だったらどこに親 子と0 か かわ
れる時 間 があるかっていったら朝しかない わけ で す。
保育 園 行く前の 時 間しか ないか ら、（中 略）本 当にそ
こは真 剣 勝 負 で すよ。そこでしか 。とに かく～ つ のこ
とを 親 子で 真 剣 にや れ ば 、あとはい ろいろ 目 つ ぶる
ことばっかりが多 い んだ けど、ここだけ は一 生 懸 命 。
で、親 が 真 剣 にや れ ば子どもも真 剣 に受 け取 るだろ






3) 二 つ の 語 り方 に 見 ら れ る 共 通 点 と そ の 意 義
長 谷 部 先 生 の 語 りにお い ては 、「行 為 主 体 」としての
親と教 師とが 連 続 的 に語 られ 、さらに、鈴 木先 生 に 学
んだ 親としての 自分という見 方 がそ れ に重 なって い る。
特 に 親 が 働 い てると、居 ない 、見え ないところの
生 活 が 長 いじやないで す か。そのときに、(中 略) 本
当に 約 束 はきちんと果 たせる子 にした かった から。
そ れは 、や っぱり鈴 木 先生 から、スズキヅソードから、
自分 か 子育 てとして 勉 強したことね。だから、毎 日お
稽 古 をきちんとするって いうことは 、こっ ちだって 約
束を守 らなきやい けないことで すよね 。
ここで は 、鈴 木 鎮 一 と長 谷 部 教 師 本 人との 関 係 と、
スズキ 教 師 と親との 関 係 とが、パラレル にとらえられて
いると言ってよい。
そうした 意 味 で の 鈴 木 へ の言 及 は 、ル イス教 師 にお
いても見 られ る。下 記 は 、鈴 木 から 指 導 をうけ た 生 徒
であった 自分と、現 在 の 教 師としての自 分と生徒 を オ ー
バ ーラップ させ た 語りで あると言える。
だ から、鈴 木 先 生 は 、自分 のバ イオリン で 自分 自
身 の声を見つ けるように 導いてくれた。私 か小 さかっ
た頃 から、会 う度 に 、毎 回 私 たちは 音 づくりのレッス
ンをし、音 色を 追 求した。毎回 彼(鈴木)はもっと求め、
違 う音を 求めた から。
音 づ くり練 習 の 同じ の をす るので は なく、新し い
仕 方を。こ れ をや って みよう、と。だ か ら、私 は 自 分
の クラスのレッスン で 音 づ くりを するときに 、無 数 の
違うやり方 を するので す。
このようにルイス教 師 にお いても、自分 自身の 教 師とし
ての生き方 や 指 導 のおり方と並 べて鈴 木を語って いる。
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両 教 師 の語 り方 を、パ ークの キーワードを用い ながら
見てきた。「行 為 者」は 教 師と親 、「場 面 」はレッスンの場
と家 庭というように、トピックの違 い は 明らかであったが 、
共通してい るのは 、常 に工夫し試 行 錯 誤し 続けるという、
「媒 体/ 手 段 」に 相 当する部分 である。さらにそ のことは 、
子どもに 合 わ せ てレッスン が 毎 回 異 なるものとなるよ
うな 創 造 的 な 工 夫 こそ が、一人ひとりの子どもの違 いに
よりそい 、その 子どもの 自律 、な いし そ の個 自身 の 声( 音
色)の 獲 得 へと導くという「行 為 」に帰 結 するのである。
第 二 に 、鈴 木 から 学ん だ「私 」の自 覚と、実 践 者とし
ての 自分と生 徒との オ ーバ ーラップ で あり、鈴 木鎮 一 の
ように 自分も創 造 的 な教 師で ありたいとい う覚 悟 が 語ら
れて いることである。
常 に 考 え 続 け 工 夫し 続 けることを 求 める 鈴 木 の 姿
は 、両 教 師 から 語 ら れて い た 。ル イス教 師 は 、既 に
述 べ たように 新 し い アイデ ア が 浮 か ぶ とすぐ に 他 の
教 師 を 呼 び 集 め た 鈴 木 鎮 一 の 姿 を 描 写してい る。
また、長 谷 部 教 師も次のように言う。
指 導 者 は 指 導 者という人 間 を受 け 取ってもらう。
で、私 もそうい う意 味 で は 、指 導 者 はい つ まで たっ
ても勉 強し なきやい か んし、鈴 木先 生 は 、「 指 導 者
はい つ までも勉 強してください」と。そ れ から、「 み ん
なで 研 究しあってください 」と 。才 能 教 育＜研 究 会＞
つて いう名 前 がつ けられたの は、そこな んで 肌
このように 、両 者 は 、スズキメソードを、た だ 授 か るも
ので は なく、各人で 考え 続 け 学び 続 け、さらに仲 間と分
かち 合っていくダイナミックなものとして 語 ってい る点 に
お いて共 通して いるといえる。
ま た、工 夫し 続 ける 創 造 的 な 教 師 で あっ た 鈴 木 に
対して、自分 もそ のようでありたい とする価 値 観 が 表 明
されて いる。そ れ は、鈴 木 と白分 たち教 師を 連 続 的 に
とらえる 姿 勢であ ると言えよう。
長 谷 部 教 師 の 語 りで は、自 分と親とが連 続 的 にとら
えられ 、さらに 、ス ズ キ 教 師 として の 自 分 だち と鈴 木
鎮 一 が 、同じ 普 遍 的 な 理 念を 求 めて共 に歩 む ものとし
て 連 続 的 にとらえられて い た。そ れ は 、既 成 の方 法 論
に 頼るので は なく、創 造 的 に 思 考しつ づ ける教 師 が 、
そのような親 を育 てるということであり、こうした 二重 の 連
続 性 ゆえ に、スズキメソードは 、か つて 鈴 木 鎮一 が言っ





やカリキュラムといった「技 術 論 一方 法 論 」という次 元 で の
「メソード」で は なく、鈴 木 鎮 一 の 教 育 理 念 や 生き 方 に
触発 され 、鈴 木 の示した 教 育 目的 に 共 鳴し、共 有 しよ
うとする一 群 の 教 師 たちの協 同 実 践としての「スズ キメソ
ード」というもの にあることが わか ってきた 。スズ キメソー
ドと呼 び 習 わされ る名 称 が 想 起させ る印 象 とは 大 きく
異 なり、ここで 語っ た教 師 たちは 固 定 され た方 法 として
メソードをとらえて い な かっ た。そ れ は 、どの 個 人 も育
つ とい う普 遍 性 をもった 教 育 理 念を 追 求 するた め に 、
方 法 自体 は多 様で 常 に変 容を 遂 げ ていく側 面を 重 視
してい たと言ってよいもので あった。また、「才 能 教 育 運
動 」を「社 会 運 動」としてとらえてお り、音 楽 演 奏 教 育 を
通して 社 会とか か わるとい う意 識 が 表 現されて い た 。
更 に、鈴 木 鎮一 か ら自分 が学 んだということ、あるい は
鈴 木 に 学 んで 自分 が 実 践していくという、個 々 の 教 師
にお ける学 び 方 や 生 き方 につい ての態 度 表 明とよ ぶべ
きものが 明確 に存 在した。創 始 者 鈴 木 鎮一 の、常 に新
しい 発 想 を 求 め 続 ける様 子 は 、両 インタビューの 中 に
顕 著 であり、各 インタビュイー が、そ の 鈴 木 のように 生 き
たい と思って いることが 随 所 に 表 れてい る。スズ キメソ
ードの ユ ニ ークさは 、むしろこうした 工 夫し続 ける 創 造
的 な教 師 たち の営 み としての「教 師 文化 」の 次元 に あ る
と見ることができるので はない だろうか。
今 後 の 課 題
教 師 たち によって 生 成し 伝 達され 続 け てい る「教 師
文 化 」の 視 点 からスズ キメソード の 特 徴 をとらえ ること
により、「人 間 教 育としての 音 楽 教 育 」の 内 実 がとらえら
れ るとい える。そ れ により、スズキの 教 師 集 団 で の 指 導
を維 持してい ることの 意 味 の一 端も理 解で き、集 団を
過 度 に 強 調 するという誤 解も払 拭 できよう。
今 回 はインタビュイー が 指 導 的 立場 にある二 人 の 教
師 に 限 定されて いた。教 師文化 の 実際 に迫るために は、
日米そ れ ぞ れ に、より多 くの 指 導 者 たち のインタビュー
が 必 要 に なってくる。また世 代 による経 験 の 違 い があ
ることから、世 代 毎 のインタビューも必 要 に なってくる。
同 会 のい わ ゆるメソード が 地 域 によって多 様 性 が あり、
また 常 に発 展 型で あるということも、同 会 が本 来 目ざし
たものとしてとらえ直 すことが今 後の 課 題 である。
また、日米 のスズキメソード が一 つ の 実 践 として 進 ん
で いくことを理 想として、ルイス教 師 は「自分 は 大 使 に な
りたい」と述 べ 、また、スズキの 教 則 本 に 異 なるエディシ
ョン が 持 ち 込ま れたことの 現 代 的 意 味 につ いて述 べ た
部 分 があ るが 、そこに は 、国 による文化 差も越 えて さら
にダイナ ミックに 展 開してい くものとして スズ キメソード
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分 析を用 いて い る。
10 第二回スズキ・ミュージックキャンプイン恵那を
指導している期間中のインタビューであった。
II インタビュイー の語 りを意味 のまとまりによ り分 節化
して，要約的 に集めカテゴリーを生成 する， 自然主
義的 なコンテントアナリシスを用いた。
(Lincoln,  Y. S. and Guba, E.  G.,  NaturalisticInquiry,
 Newbury Park, CA: Sage Publications,Inc.,
 1985,  pp.336-339)
i2 翻 訳は 筆 者 による。以 下の引用も 同じ。
13 Kenneth Burke,  A  grammar of  motives 、
Berkeley　;London　:　University of C alifornia
Press,    1969,  pp.xv-Xxiii  （ケ ネ ス・パ ー ク『 動 機
の 文 法 』晶 文 社 、1982 ） パ ー ク に よ れ ば 、こ の5
つ の タ ー ム は 、 さら な る解 釈 や 修 正 を 行 うこ と
が 可 能 で 、柔 軟 性 を 持 つ も の として 考 え ら れ て い
る 。 ま た 、行 動 だ け で は な く思 考 も「行 為 」と 考
え るこ と が で きる 。
川 ナ ラティブ分析 に パ ークの五つ のキ ーワードを
応用した先 行研 究として は，David A Ling, A
Pentadic Analysis of Senator Edward Kennedy's
Address to the People of Massachusetts July
25,1969,  Central States Speech Journal, 21,
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